
曳船事業特化システム 

クライアント

サポートOS Microsoft®Windows 7，8，8.1 Microsoft®WindowsServer 2008，2008R2，2012

対応機器 上記日本語OSが稼動するコンピュータ 
（Intel®Pentium®4 2GHz以上を推奨） 

上記日本語OSが稼動するコンピュータ 
（Intel®Pentium®4 3GHz以上を推奨） 

ハードディスク

XPは1GB以上   Vista、7は2GB以上を推奨 1GB以上（2GB以上を推奨） 

データベース Oracle 11G Personal Edition Oracle 11G Standard Edition 

メモリ

最低必須空き領域：500MB以上 最低必須空き領域：1GB以上 

■ 開発元 ■ 販売代理店

2011.7改 
※カタログに記載された機能・仕様等は改良のため、予告なく変更する事があります。 
※本資料に記載されている社名及び商品名はそれぞれ各社が商標または登録商標として使用している場合があります。 

Microsoft Visual Basic 6 Microsoft Visual Basic 6 

Application System 顧客満足１００％の達成へ

・拠点マスタ保守
・役職マスタ保守
・担当者マスタ保守
・承認ルートマスタ保守
・港マスタ保守
・バースマスタ保守
・取引先マスタ保守
・曳船マスタ保守
・エスコートコースマスタ保守
・本船マスタ
・料金マスタ（曳船）保守
・料金マスタ（エスコート）保守
・値引／手数料パターンマスタ保守
・工事番号マスタ保守（ドック用）
・作業名マスタ保守（ドック用）
・傭船単価マスタ保守（ドック用）
・コントロールマスタ保守
・拠点別売上予算マスタ保守
・カレンダー設定
・ログ照会

■ 曳船事業特化システム プログラム一覧

■ 動作環境（曳船事業特化システムを使用する為には、以下仕様の機器が必要です。）

【注意事項（※詳細は弊社営業担当までお問合せ下さい）】 

●別途データベースソフト（Oracle Database）が必要です。
●複数クライアント構成に対応します。2台目より追加クライアントキットが導入台数分必要です。
●設定環境、操作ご指導など導入支援サービスがございます。料金体系をご用意しております。
●お客様のご要望に沿って個別カストマイズ対応が可能です。
●システム保守サポートは機器仕様及びシステム内容により別途費用が発生します。
●曳船事業特化システム以外のシステムをお使いのお客様へ、現在運用中のシステム入力データの曳船事業特化システムへの移行に関して
CSV/EXCEL/TXTなど汎用データへ出力できた場合においても必ず可能であるとは限りません。ご了承頂けます様宜しくお願い致します。

【ご案内】 

●弊社では、お客様のシステム分析⇒経営戦略策定/選定⇒計画⇒設計⇒開発⇒導入⇒保守までトータル的なサービスを展開しております。
●ハードウェア機器販売を行っております。機器仕様については弊社営業担当までご相談下さい。

開発言語 

【ご注意】快適にご利用頂く為に、より高スペックのCPUを搭載したコンピューター、ならびにより多くのメモリ搭載をお勧めします。 
 必要メモリ容量、ハードディスク容量は、システム環境により異なる場合があります。詳細は弊社担当営業までお問合せ下さい。

限りない挑戦・創造・・・人に優しい企業をめざします。

◆マスタメンテナンス ◆タグ業務 ◆ドック業務 ◆統計資料 ◆経理業務

・受注入力
・配船入力
・配船状況照会
・配船状況照会（期間）
・作業予定表
・証明書発行
・配船確認表
・作業確定処理
・作業実績表
・金額確定処理
・承認処理
・インボイス発行
・曳船収入伝票発行
・曳船収入伝票一括発行
・承認後/伝票訂正処理
・進捗状況

サーバー

〒790-0951 愛媛県松山市天山1丁目2番26号 松山第3電気ビル1F  
TEL 089-915-8201（代） FAX 089-915-8202 
URL http://www.tosbac-systems.co.jp/ 

・受注入力
・配船入力
・配船状況照会
・配船状況照会（期間）
・作業予定表
・配船確認表
・作業確定処理
・作業実績表
・金額確定処理
・承認処理
・インボイス発行
・曳船収入伝票発行
・曳船収入伝票一括発行
・承認後・伝票訂正処理

・営業未収金エイジングリスト
・未収金回収予定表
・未収金一覧表
・未収金補助元帳
・入金消し込み入力
・営業未払金エイジングリスト
・未払金支払予定表
・未払金一覧表
・未払金補助元帳
・支払消し込み入力
・拠点別入力状況照会
・曳船収入伝票一括発行
・出張所別科目別集計表
・会計テキスト出力
・営業未払金一覧表

・出張所別売上集計表
・バース別売上集計表
・船別売上集計表
・取引先別売上集計表
・他社受注売上集計表
・他社発注売上集計表
・同業他社、受発注集計表
・未集金、未払金一覧表
・営業未払金一覧表
・作業件数集計表
・自由検索
・発行済みインボイスPDF照会
・バース別船別売上集計表
・バース別船主別売上集計表
・バース別月別売上集計表
・曳船作業料金集計表
・代理店手数料集計表

◆管理者業務

・承認後/訂正処理 ・月次ロック
・主要バース売上比較表1  ・主要バース売上比較表2

東芝グループ



曳船事業特化システムは、曳船事業において必要とされる機能を搭載し、最適なソリューションをご提供すべく開発されました。 

進化するビジネスシーンに合わせ、次に何をすべきかを判断できる情報を提供し企業の戦略的経営をしっかりとサポートします。 Advantage

・Microsoft Excelは米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。
・勘定奉行は㈱ｵｰﾋﾞｯｸﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝｻﾙﾀﾝﾄの登録商標です。

受注入力 

配船入力 

配船状況照会 

作業予定表 

証明書発行 

配船確認表 

作業確定処理 

作業実績表 

金額確定処理 

承認処理 

ｲﾝﾎﾞｲｽ/曳船収入伝票

ｲﾝﾎﾞｲｽ発行(作業日確定)

取引別に受注の内容を登録します。 
（タグ業務の場合は取引先別－受注単位で作業の予定を入力します。
ドック業務の場合、取引単位で1ケ月(請求締め単位)での作業の予定を入力します）
受注データが以降の処理の基本となるデータとなります。（必須入力）
（自拠点の受注データのみ編集可能。他拠点の受注データは参照のみ可能）

受注入力データに対し、作業日ごとに曳船を割り当てます。
受注入力で設定した必要隻数分、自社または他社の曳船より割り当てます。
ここで割り当てた曳船は、作業予定表や証明書、配船確認表に反映されます。

受注入力、配船入力で入力したデータを利用して 
左記の照会/帳票の作成を行います。 
自/他・拠点のデータを参照することができます。 

作業完了後、実際の作業曳船、作業時間、作業内容など、作業の実績を登録します。 
受注入力で入力したデータが引き継がれてきますので、異なる部分や追加になった作業だけ入力を行います。 
作業確定データは、インボイスの請求金額を算出する際の計算(金額確定処理)で使用されます。 

インボイス、曳船収入伝票を発行できます。

複数のインボイスの作業明細をまとめ資料を作成したい場合に使用します。
作業日絞り込んで作業明細を抽出し、ＥＸＣＥＬ等に保存し活用することができます。

■ 曳船事業特化システム 日常業務フロー

セキュリティ機能

■ 曳船事業特化システムの特長

利用者毎にパスワード、メニュー権限を設定可能です。
また、操作ログ照会が可能で、問題発生時の原因探索や
原因発見時、関連現象の探索に役立ちます。

機能特化性

操作性

特定業種向けに開発されたソフトウェアです。そのままで運用も、カストマイズも可能。 
企業成長と共に必要となる機能を標準搭載し、現在・未来を見据えた機能性を実現します。 
一般パッケージソフトのたくさんの「不可能」が、本システムで「可能」になります。 

曳船事業に携わる、お客様が今までの一般ソフトでは物足りなかった操作を可能とします。 

適応性
企業規模の拡大など企業成長に伴って必要となる環境整備。 
曳船事業特化システムはスタンドアロンからネットワーク環境まで 
柔軟に対応する適応力があります。 

■ システムのポイント

最適な環境を。最新テクノロジーの活用。

曳船事業特化システムは最適な利用環境を提供するべく、最新のテクノロジーが採用されています。

●Windows  Server 2008 , Windows7 環境対応

他社パッケージソフトとの連携

財務会計パッケージ“勘定奉行”と連携する仕組みを 
準備しています。 

受注入力

受注情報を登録します。登録内容は一覧で 
確認ができ、リスト上の受注データをEXCEL 
等で扱えるデータに保存する事もできます。 

■ 日常業務フローよりPick UP

【項目説明】 
・受注NO（編集不可）
ｼｽﾃﾑで自動的に発番

・拠点（編集不可）
ﾛｸﾞｵﾝしている担当者の
所属拠点ｺｰﾄﾞをｾｯﾄ

・担当（編集不可）
ﾛｸﾞｵﾝ担当者のｺｰﾄﾞをｾｯﾄ

・受注日（必須）
初期値は本日日付をｾｯﾄ

・作業日（必須）
初期値は本日＋4日をｾｯﾄ

・本船名（任意）
30文字以内で入力

・国籍（任意）
10文字で英語入力

・G.T（任意）
総ﾄﾝ数を入力

・D.W（任意）
載貨重量を入力
曳船料計算に使用します

・LOA（任意）
全長を入力

配船入力

受注データに対し、作業日ごとに曳船を割り当てます。 
自社曳船の場合は画面下段の曳船ボタンをクリックする事で 
曳船が割り当てられます。 

各種帳票

入力データより各種帳票を出力します。 
帳票によっては手入力による印刷も可能です。 

作業確定データを利用して実績資料を作成します。

作業確定データを利用してインボイスの請求金額を確定します。 
作業確定処理が完了しているデータだけが金額確定処理を行うことができます。 
タグの場合、作業別(M･U･E･W等)に金額確定を行います。
ドック業務の場合、受注別に金額確定を行います。
また、請求金額が妥当かどうかチェックするための承認ルートの設定も行います。（承認者は最大５名まで）
ここで入力した金額確定データは、承認処理を経て、インボイスとして発行することができます。

金額確定処理の完了したデータを承認または否認します。 
（承認処理が開始されると金額確定処理でデータの訂正はできなくなります。 
但し、承認処理で否認-差戻しの指示になると再び、金額確定処理でデータの訂正が可能になります。） 
全ての承認が完了するとインボイスを発行及び、 
経理業務へ引き渡しする（未収金データ／未払金データ）が作成されます。 
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